
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

    
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

 

１
１
９
７
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.36 

 

中
尾
市
民
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
西
区
） 

 

校
区
行
事
と
し
て
、
毎
年
６
月
の
第
１
日
曜
日
に 

高
齢
者
か
ら
子
供
ま
で
延
べ
１
０
０
０
人
が
校
区
の
象

徴
で
あ
る
『
金
山
川
』
の
清
掃
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
沖
田
中
学
校
で
は
、
毎
年
１
２
月
に
『
沖
田
汁
大
会
』

を
開
催
。
６
０
０
食
分
の
「
沖
田
汁
」
を
来
場
者
に 

 
 

振
舞
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
行
な
っ
た
り
し
て
地
域
住
民

の
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。 

     

昨
年
８
月
か
ら
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
空
き
缶

回
収
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
空
き
缶
か
ら
の
支
援
金
は

地
域
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

枝
光
本
町
商
店
街
組
合
連
合
会
（
八
幡
東
区
） 

中
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
筑
本
で
す
。 

 

新
年
を
迎
え
て
、
寒
さ
も
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、 

 
 

風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
皆
さ
ん
気
を
付
け
て
下
さ
い
。 

 

 
 

 

私
は
「
空
き
缶
通
信
」
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月 

 

空
き
缶
回
収
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
団
体
さ
ん
の

所
に
行
っ
て
取
材
を
し
て
い
ま
す
。 

  
 

 

今
後
も
、
ま
だ
通
信
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
団
体
さ
ん
へ

取
材
に
行
き
、
紙
面
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
取
材
の 

際
に
は
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

営
業
担
当 

 
 

 
 

 

筑
本 

侑
希 

回収 BOX 設置場所 

センター 外観 

自
悠
茶
論
皿
倉
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
八
幡
東
区
） 

『
自
悠
茶
論
』
と
い
う
名
前
は
、
施
設
に
通
う
高
齢
者

の
方
に
「
毎
日
を
自
由
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
う
想
い
を
込
め
て
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

     

施
設
の
利
用
者
は
１
週
間
で
約
１
０
０
人
。
ア
ッ
ト 

ホ
ー
ム
な
施
設
内
で
、
気
さ
く
な
職
員
さ
ん
達
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
年
末
に
は
近
所
の
保
育
園
児

達
と
一
緒
に
「
餅
つ
き
大
会
」
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」 

 
 

と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

身
近
で
出
来
る
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
と
し
て
、
利
用
者
と

職
員
が
一
緒
に
空
き
缶
回
収
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

施設 外観 

空き缶 集積場所 

 

南
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
（
小
倉
北
区
） 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
） 

霧
丘
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

今
町
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

沼
市
民
セ
ン
タ
ー
（
小
倉
南
区
） 

以
上  

累
計 

: 

１
６
９
団
体 

 

 

 

  

 

２
０
０
７
年 

 

１
月
号 

 
 

 



            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

    
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

 

９
３
４
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.37 

 

日
明
小
学
校
（
小
倉
北
区
） 

「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
ぶ
」
と
い
う
言
葉
が
似
合
う 

 

子
供
達
５
８
４
名
が
通
う
日
明
小
学
校
。
生
徒
さ
ん
は 

校
内
行
事
だ
け
で
な
く
、
校
舎
近
く
の
『
板
櫃
川
』
で 

 

行
な
わ
れ
る
『
鯉
の
ぼ
り
祭
り
』
『
川
祭
り
』
と
い
っ
た

地
域
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。 

     
「
学
校
生
活
だ
け
で
な
く
私
生
活
で
も
資
源
を
大
切
に

し
て
い
こ
う
」
と
い
う
考
え
で
、｢

空
き
缶｣

「
プ
ル
タ
ブ
」

「
古
紙
」
「
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
」
の
回
収
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
は
回
収
量
を
増
や
す
た
め
に
、
積
極
的
に 

 
 

地
域
住
民
に
も
呼
び
か
け
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

枝
光
商
店
街
組
合
連
合
会
（
八
幡
東
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
戸
畑
区
） 

 

 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
木
谷
で
す
。 

遠
賀
川
の
堤
防
に
は
早
く
も
『
つ
く
し
』
が
顔
を
出
し 

始
め
て
い
ま
す
。
暖
冬
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
雪
が 

降
る
日
も
少
な
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。 

 

趣
味
で
家
庭
菜
園
を
始
め
て
か
ら
今
年
で
７
年
目
に 

入
り
ま
す
。
裏
庭
に
作
っ
た
小
さ
な
畑
で
す
が
、
今
で
は 

ご
近
所
に
健
康
野
菜
を
届
け
ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
菜
園
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

 

 
 

 

こ
れ
か
ら
春
に
な
る
に
つ
れ
て
「
三
寒
四
温
」
に
な
り 

ま
す
が
、
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
皆
さ
ん
頑
張
り 

 
 

ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

 

選
別
担
当 

 
 

 
 

 

木
谷 

宣
英 

資源物回収場所 

校舎 外観 

平
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
東
区
） 

 

多
く
の
史
跡
が
残
る
平
野
校
区
は
、
現
在
２
１
０
０
世

帯
の
住
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー
の
周
辺

に
は
公
園
、
野
球
場
、
プ
ー
ル
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
花
尾
山
』『
皿
倉
山
』
と

い
っ
た
北
九
州
市
を
代
表
す
る
山
が
近
く
に
あ
り
、
大
勢

の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
や
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

       

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
盛
ん
で
、
美
し
い
校
区
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
地
域
清
掃
や
「
古
紙
」
「
空
き
缶
」 

 
 

回
収
に
地
域
全
体
で
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

センター 外観 

空き缶 回収ＢＯＸ 

 

光
貞
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

北
小
倉
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

以
上  

累
計 

: 

１
７
２
団
体 

  

 

 

 

２
０
０
７
年 

 

２
月
号 

 
 

 

 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

    
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

１
１
７
８
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.38 

 

高
槻
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
東
区
） 

 

清
流
と
呼
ば
れ
る
「
槻
田
川
」
に
は
蛍
が
生
息
し
、

毎
年
６
月
に
は
『
ホ
タ
ル
祭
』
が
開
催
さ
れ
約
２
０
０
０

人
が
訪
れ
ま
す
。
祭
当
日
の
夜
は
、
川
周
辺
の
街
灯
が 

消
さ
れ
、
蛍
の
幻
想
的
な
光
を
楽
し
む
事
が
で
き
ま
す
。 

      
校
区
で
は
環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
く
、｢

空
き
缶｣

「
プ

ル
ト
ッ
プ
」「
割
り
箸
」「
古
紙
」「
廃
油
」
と
い
っ
た
様
々

な
も
の
を
回
収
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
美
し
い
槻
田
の
自
然
を
守
り
続
け
て
い
く
た
め
に 

地
域
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

西
日
本
総
合
展
示
場 

清
掃
部
（
小
倉
北
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

 

 
 

 

選
別
担
当 

 
 

 
 

 

淺
野 

睦
実 

空き缶 回収 BOX 

槻田川 

北
方
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
南
区
） 

 

約
７
０
０
０
世
帯
が
暮
ら
す
校
区
で
は
、
毎
年
３
０
０

名
の
住
民
が
自
主
参
加
し
て
「
紫
川
」
清
掃
を
行
な
い
ま

す
。
ま
た
、
２
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
『
ふ
れ
あ
い
の
夕
べ
』

で
は
校
区
内
の
幼
稚
園
児
か
ら
大
学
生
、
自
衛
隊
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
て
、
練
習
を
重
ね
た
祇
園
太
鼓
や
ダ
ン
ス
等

を
披
露
し
地
域
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。 

      

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
昨
年
１
１
月
か
ら
「
空

き
缶
」
回
収
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
「
セ
ン 

 

タ
ー
だ
よ
り
」
で
地
域
に
呼
び
か
け
、
回
収
量
を
増
や
し

て
い
ま
す
。 

 

センター 外観 

空き缶 回収ＢＯＸ 

 

山
の
手
学
院
幼
稚
園
（
小
倉
南
区
） 

桜
丘
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

竹
末
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

ロ
ー
ソ
ン
片
野
新
町
店
（
小
倉
北
区
）

 

 

岡
本
酒
店
（
小
倉
南
区
）

 

 

藏
田
商
店
（
小
倉
南
区
）

 

 

 

 

 

 

２
０
０
７
年 

 

３
月
号 

 
 

 

 

以
上 

累
計 

: 

１
７
８
団
体 

 

 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
淺
野
で
す
。 

春
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
暖
か
く
な
り
、
花
粉
も
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
最
近
花
粉
症
の
兆
候
が
重
く
な
り
、
年
々 

症
状
が
悪
化
。
少
し
の
花
粉
で
も
反
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
困
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

 

去
年
の
１
１
月
に
車
を
購
入
し
、
今
で
は
良
き
パ
ー
ト 

ナ
ー
と
し
て
、
休
日
に
は
色
々
な
場
所
へ
ド
ラ
イ
ブ
に 

 

出
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
車
と
一
緒
に
走
り
続

け
ま
す
。 

 
 

 

４
月
に
な
る
と
進
級
等
で
生
活
環
境
が
変
わ
る
人
が
多

く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

    
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

１
１
３
５
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.39 

 

三
郎
丸
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

校
区
に
は
体
育
館
や
野
球
場
、
運
動
公
園
と
い
っ
た
施

設
が
多
く
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

約
６
０
０
０
世
帯
が
暮
ら
す
校
区
内
で
は
、
月
１
回 

自
宅
か
ら
メ
デ
ィ
ア
ド
ー
ム
ま
で
の
清
掃
や
セ
ン
タ
ー

内
で
の
花
壇
整
備
等
、
地
域
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。 

      

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
納
涼
祭
」
や
「
運
動
会
」

が
催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。
ま
た
６
月
に
は 

「
祇
園
祭
り
」
が
あ
る
の
で
校
区
周
辺
で
は
、
こ
れ
か
ら 

祇
園
太
鼓
を
練
習
す
る
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

八
幡
小
学
校
（
八
幡
東
区
） 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

 
 

 

選
別
担
当 

 
 

 
 

 

藤
田 

省
悟 

センター内 花壇 

センター外観 

守
恒
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
南
区
） 

 

新
興
住
宅
地
で
あ
る
校
区
で
暮
ら
す
人
達
は
、
地
域
を

愛
し
、
自
分
達
の
住
む
場
所
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
夏
祭
り
」「
運
動
会
」
と

い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
清
掃
活
動
、
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

      

セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
空
き
缶
と
古
紙
の
回
収
を

行
な
い
、
古
紙
で
は
昨
年
北
九
州
市
で
第
一
位
の
回
収
量

を
記
録
。
そ
れ
ら
の
支
援
金
で
、
地
域
専
用
の
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
を
購
入
し
、
地
域
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。 

センター外観 

パトロールカー 

 

 

富
野
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

北
九
州
市
立
上
津
役
中
学
校
（
八
幡
西
区
） 

 

 

２
０
０
７
年 

 

４
月
号 

 
  

 

以
上 

累
計 

: 

１
８
０
団
体 

  

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
藤
田
で
す
。 

 
 

 

桜
の
花
も
咲
き
終
わ
り
、
町
で
は
新
入
生
の
姿
が
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
生
活
に
慣
れ
る
ま
で

に
は
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

 
 

 

私
は
車
と
バ
イ
ク
が
好
き
で
す
。
最
近
は
暖
か
く
な
っ
て

き
た
の
で
友
達
と
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ

出
か
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

車
に
関
し
て
は
、
近
頃
は
い
ろ
い
ろ
な
車
の
パ
ー
ツ
を
集

め
、
そ
れ
を
自
分
で
取
り
付
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
車
を
造
っ

て
い
ま
す
。
車
が
完
成
し
た
ら
、
友
達
や
家
族
を
誘
っ
て 

 
 

旅
行
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

1８0 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

    
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

１
３
４
１
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.40 

 

沼
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
南
区
） 

 

約
４
０
０
０
世
帯
が
暮
ら
す
校
区
で
は
、
３
５
０
年

も
続
く
伝
統
あ
る
民
族
芸
能
「
沼
楽
」
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
「
沼
楽
」
は
五
穀
豊
穣
を
願
う
た
め
の
も
の
で
、

伝
統
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
年
長
者
が
小
学
生
、
園
児
達

に
「
沼
楽
」
の
指
導
を
行
な
い
代
々
受
け
継
い
で
い
ま
す
。 

      

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
市
民
セ
ン
タ
ー
と
合
同
で

「
ふ
れ
あ
い
沼
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、
校
区
の
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
や
古
紙
、
空
き
缶
回
収
の
呼
び
か
け
、
各
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
東
区
） 

 

 
 

 

ペ
レ
ッ
ト
製
造
担
当 

 
 

 
 

 

藤
原 

寿
彦 

沼
ぬま

楽
がく

 

市民センター外観 

富
野
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

「
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち 

と
み
の
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
る
校
区
は
、
「
足
立
山
」
・
「
手
向
山
」
・
「
小
文
字

山
」
に
囲
ま
れ
、
蛍
が
生
息
す
る
「
延
命
寺
川
（
大
谷
川
）
」 

も
流
れ
る
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

    

 

校
区
行
事
で
毎
年
「
二
分
の
一
成
人
式
」
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
そ
の
年
に
１
０
歳
に
な
る
子
供
さ
ん
達
が
、
親
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
り
、
大
人
に
な
っ
た
自
分
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
埋
め
た
り
と 

い
っ
た
催
し
を
し
て
い
ま
す
。 

市民センター外観 

延命寺川（大谷川） 

 

 

八
幡
陸
運
株
式
会
社
（
八
幡
西
区
）

 

 

つ
ば
さ
子
ど
も
会
（
八
幡
西
区
） 

有
限
会
社
ポ
ラ
リ
ス
（
遠
賀
郡
） 

 

 

 

２
０
０
７
年 

 

５
月
号 

 
  

 

以
上 

累
計 

: 

１
８
３
団
体 

  

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
藤
原
で
す
。 

 
 

 

野
山
の
緑
も
濃
く
な
り
、
心
地
好
い
季
節
に
な
り
ま
し 

 

 
 

た
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
も
新
し
い
生
活
に
は
慣
れ
た
で
し
ょ

う
か
。 

  
 

 

私
の
趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
す
。
な
か
な
か
練
習
時
間
が
な
い

の
で
、
コ
ー
ス
に
出
る
と
ボ
ー
ル
で
は
な
く
、
地
面
ば
か
り 

 
 

叩
い
て
し
ま
い
ま
す
。
練
習
時
間
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
自
分
の
目
標
ス
コ
ア
で
回
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い 

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

 

運
動
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
の
で
体
調
管
理
、 

ケ
ガ
に
注
意
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

    
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

１
３
１
２
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.41 

 

桜
丘
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

桜
ヶ
丘
地
区
は
「
歴
史
の
里
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
４
月
に
は
手
向
山
公
園
で
５
０
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
「
武
蔵
・
小
次
郎
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。「
宮

本
武
蔵
」
「
佐
々
木
小
次
郎
」
に
ち
な
ん
だ
祭
り
で
、
式

典
や
小
学
生
に
よ
る
剣
道
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

       

校
区
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
結
成
さ
れ
て
今
年
で

３
年
目
。
今
年
度
か
ら
空
き
缶
回
収
活
動
に
参
加
し
、
北

九
州
で
１
番
の
回
収
量
を
目
指
し
て
、
地
域
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

本
城
団
地 

長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
東
区
） 

 

 
 

 

ペ
レ
ッ
ト
製
造
担
当 

 
 

 
 

 

木
村 

忠
光 

市民センター 外観 

剣道大会 練習風景 

(桜丘地区の小学生) 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
） 

 

足
立
山
を
背
に
し
て
、
南
向
き
に
位
置
す
る
葛
原
地
区

は
４
０
０
０
世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
第
一
長
寿
会
に

は
「
人
を
思
い
や
り 

楽
し
く
過
ご
す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

６
０
歳
か
ら
９
０
歳
ま
で
７
５
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。 

      

長
寿
会
で
は
年
間
行
事
と
し
て
、
旅
行
や
公
園
の
花
植

え
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
空
き
缶
の
回
収

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
空
き
缶
か
ら
の
支
援
金
は
、 

 

花
の
苗
を
買
う
な
ど
の
活
動
資
金
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

足立山 

花壇 

 

 

林
酒
店
（
若
松
区
）

 

 

３
７
区
長
寿
会
（
若
松
区
） 

 

 

 

 

２
０
０
７
年 

 

６
月
号 

 
  

 

以
上 

累
計 

: 

１
８
５
団
体 

  

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
木
村
で
す
。 

 
 

 

昆
虫
を
見
か
け
る
事
も
多
く
な
り
、
夏
が
近
づ
い
て
く
る

の
を
感
じ
ま
す
。
夏
の
前
に
は
、
じ
め
じ
め
と
し
た
梅
雨
も

や
っ
て
き
ま
す
が
、
九
州
北
部
の
梅
雨
入
り
は
例
年
よ
り
遅

い
そ
う
で
す
。 

  
 

 

私
は
趣
味
で
熱
帯
魚
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
１
番
永
く 

飼
っ
て
い
る
魚
は
今
年
で
丸
１
５
年
に
な
り
ま
す
が
、
餌
も 

 
 

よ
く
食
べ
、
元
気
に
水
槽
内
を
泳
い
で
い
ま
す
。 

暑
く
な
っ
て
く
る
と
水
質
の
管
理
が
大
変
に
な
っ
て
き

ま
す
が
、
魚
達
が
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
世
話
を
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

皆
さ
ん
も
体
調
管
理
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

く
ず
は
ら 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

    
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

 

１
３
６
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
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Vol.42 

 

南
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

『
ほ
た
る
と
共
生
す
る
ま
ち
・
南
丘
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
、
蛍
の
生
息
の
た
め
に
小
熊
野
川
で
の
護
岸
工
事

や
月
１
回
の
清
掃
活
動
や
近
隣
３
校
区
合
同
で
の
「
ほ
た

る
祭
り
」
を
開
催
。
校
区
内
に
は
蛍
館
も
あ
り
、
蛍
の
飼

育
、
観
察
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

      

校
区
は
２
０
年
連
続
で
「
わ
っ
し
ょ
い
百
万
夏
ま
つ

り
」
に
出
場
し
、
昨
年
は
振
興
会
か
ら
皆
勤
賞
を
受
賞
。 

市
民
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
環
境
美
化
に
も
取
組
み
、
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
） 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

ほたる祭りの写真展 

ほたる祭り 

つ
ば
さ
子
ど
も
会
（
八
幡
西
区
） 

 

鳴
水
小
学
校
に
通
う
１
年
生
か
ら
６
年
生
、
３
１
名
が

参
加
し
て
い
る
「
つ
ば
さ
子
ど
も
会
」
。
全
員
が
仲
良
し

で
、
と
て
も
明
る
く
活
発
な
子
供
さ
ん
達
で
す
。 

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
や
１
泊
研

修
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
し
て
い
ま
す
。 

      

『
地
域
の
方
と
仲
良
く
し
よ
う
』
を
合
言
葉
に
、
地
域

の
方
々
と
協
力
し
て
、
校
区
の
空
き
缶
や
古
紙
の
回
収
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
回
収
活
動
を
通
じ
て
地
域
交
流
の
楽

し
さ
や
資
源
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

 

つばさ子ども会 

 

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
北
九
州
㈱
（
小
倉
北
区
）

 

 

井
樋
口
町
内
会
（
八
幡
西
区
） 

サ
ン
パ
ー
ク
西
鳴
水
（
八
幡
西
区
）

 

 

  

２
０
０
７
年 

 

７
月
号 

 
  

以
上 

累
計 

: 

１
８
８
団
体 

 

穴を開ける様子 

うね作り 

 
鳴水の町並 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
筑
本
で
す
。 

７
月
７
日
。
昨
年
に
続
い
て
今
年
も
コ
ス
モ
ス
街
道
（
若

松
区
）
で
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 
 

 

昨
年
は
全
員
が
初
め
て
の
作
業
で
四
苦
八
苦
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
昨
年
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
様
々
な
準
備
を
整
え

種
ま
き
に
臨
み
ま
し
た
。 

     

き
れ
い
な
「
う
ね
」
を
作
る
た
め
に
耕
運
機
で
土
を
耕
し

た
後
に
、
雑
草
対
策
と
し
て
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
覆
い

ま
し
た
。
シ
ー
ト
に
種
を
ま
く
穴
を
開
け
る
道
具
と
し
て

『
空
き
缶
』
を
活
用
。
均
一
に
開
け
た
穴
に
種
を
ま
き
ま
し

た
。
シ
ー
ト
は
花
が
咲
き
始
め
た
頃
に
撤
去
し
ま
す
。 

 
 

秋
に
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
、
社
員
全
員
で 

頑
張
っ
て
世
話
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

新
た
な
参
加
団
体 

   
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

    
 

 

 

 

１
３
２
５
０
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 
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３
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５
２
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青
葉
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
若
松
区
） 

 

新
興
住
宅
地
で
あ
る
青
葉
地
区
は
近
く
に
山
や
海
と

い
っ
た
自
然
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
地
域
を
保
つ
た
め
に

毎
月
２
回
地
区
の
ゴ
ミ
拾
い
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
子
ど
も
会
で
は
廃
品
回
収
を
行
な
い
、
地
域
の

家
庭
か
ら
出
る
資
源
ゴ
ミ
を
回
収
し
て
い
ま
す
。 

       

青
葉
地
区
で
は
毎
年
夏
に
「
青
葉
台
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
。
開
催
場
所
は
市
民
セ
ン
タ
ー
裏
の
青
葉
台

中
央
公
園
で
、
近
隣
住
民
や
夏
休
み
に
帰
省
し
た
人
達
も

訪
れ
、
毎
年
１
万
人
以
上
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
） 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

本
城
団
地
長
寿
会
（
八
幡
西
区
） 

 

市民センター館内で
遊ぶ子供さん達 

青葉台中央公園 

穴
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

約
５
０
０
０
世
帯
が
暮
ら
す
穴
生
地
区
。
毎
月
１
回
開

か
れ
る
「
あ
そ
び
の
学
校
」
は
、
近
隣
の
小
学
校
に
通
う

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
約
２
０
０
人
の
子
供
さ
ん
達

が
参
加
し
ま
す
。
８
月
は
１
９
０
名
が
参
加
し
て
、
近
く

の
川
で
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

      

穴
生
地
区
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
達
の
協
力
も
多

く
、
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
鷹
見
楽
太
鼓
」
を
伝
え
、
「
あ

そ
び
の
学
校
」
や
そ
の
他
行
事
を
積
極
的
に
手
伝
い
、
支

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

「あそびの学校」 
そうめん流しの準備 

 

 

足
原
幼
稚
園
（
小
倉
北
区
） 

Ｎ
Ｇ
Ｏ 

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト

 

 

  

２
０
０
７
年 

 

８
月
号 

 
  

以
上 

累
計 

: 

１
９
０
団
体 

 
「あそびの学校」 

そうめん流しの風景 

 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
深
津
で
す
。 

平
成
１
９
年
７
月
１
７
日
。 

か
ね
て
よ
り
設
立
の
準
備 

 
 
 
 
 

を
進
め
て
お
り
ま
し
た 

『
Ｎ
Ｐ
О
法
人 

空
き
缶
基
金
』 

の
登
記
を
完
了
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
法
人
は
、
空
き
缶
基
金
活
動
で
得
ら
れ
た
資
金
（
積
立

金
）
を
活
用
す
る
上
で
、
提
供
先
選
定
で
の
不
公
平
感
を
な

く
す
た
め
に
、
す
べ
て
の
情
報
を
公
開
す
る
第
３
者
機
関
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

 

小
学
生
の
環
境
教
育
や
授
業
に
役
立
つ
情
報
・
教
材
等
の

提
供
を
行
な
い
、
よ
り
多
く
の
子
供
た
ち
に
、
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
暖
か
い
ご
支
援
を 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

  



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

    
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 

 

１
５
６
５
２
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.44 

 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

史
跡
（
一
宮
神
社
）
や
御
手
洗
池
な
ど
の
古
い
町
並
み 

と
新
興
住
宅
と
が
融
合
し
た
、
世
代
間
交
流
の
多
い
土
地

柄
で
す
。
７
月
開
催
の
黒
崎
祇
園
山
笠
（
全
６
山
）
で
は
、

２
山
（
山
寺
山
笠
と
熊
西
山
笠
）
を
所
有
。
口
伝
主
体
で

あ
る
文
化
的
芸
能
で
あ
る
が
故
に
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
風

土
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

 
 

     

地
域
住
民
か
ら
の
空
き
缶
だ
け
で
な
く
、
筒
井
小
や
熊

西
中
の
生
徒
さ
ん
が
集
積
し
た
空
き
缶
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数
名
が
出
向
い
て
収
集
。
案
内
・
チ
ラ
シ
を
差
込
む
容

器
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
活
用
し
て
い
ま
す
。 

 
 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
７
３
０
㎏
】 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
）【
６
６
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
５
６
０
㎏
】 

 

広報チラシ容器 
（ペットボトル再活用） 

空き缶収集風景 

西
小
倉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

行
政
機
関
（
市
役
所
・
区
役
所
等
）
や
行
楽
地
（
リ
バ

ー
ウ
ォ
ー
ク
等
）
が
校
区
内
に
立
地
す
る
市
の
中
心
部
で

す
。
地
球
環
境
を
守
る
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
一
環
で
、「
市

民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
な
ど
を
活
用
し
、
各
家
庭
へ
空
き

缶
回
収
の
協
力
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。 

  
 

    

『
新
し
い
風
吹
く
お
城
の
ま
ち
西
小
倉
』
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
新
し
い
企
画
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
空
き
缶
回
収
も
そ
の
企
画
の
一
つ
。
ま
た
、
年

２
回
、
北
区
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

缶ボックス 
設置風景 

昴
学
園
総
合
専
門
学
校
（
八
幡
東
区
） 

永
犬
丸
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

三
菱
化
学
物
流
㈱
（
八
幡
西
区
） 

 

 

２
０
０
７
年 

 

９
月
号 

 
 

以
上 

累
計 

: 

１
９
３
団
体 

西小倉市民センター 
外観風景 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
山
下
で
す
。 

 

暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
秋
の
足
音
が
聞
こ
え 

て
来
て
い
ま
す
。 

 

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の
夏
は
異
常
な 

ほ
ど
暑
く
、
以
前
は
ク
ー
ラ
ー
を
入
れ
ず
に
寝
て
い
た
の 

で
す
が
、
今
年
は
我
慢
で
き
ず
ク
ー
ラ
ー
の
リ
モ
コ
ン
に 

手
が
良
く
伸
び
ま
し
た
。 

  

こ
れ
か
ら
は
だ
ん
だ
ん
と
涼
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、

夏
の
疲
れ
が
出
る
時
期
で
す
。 

皆
さ
ん
体
調
に
は
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

 

 
 

 

営
業
グ
ル
ー
プ 

 
 

 
 

 
 

山
下 

伸
悟 

 

 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

    
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 

 

１
２
６
４
４
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.45 

 

光
貞
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

 

約
５
０
０
０
世
帯
で
あ
る
光
貞
校
区
は
、
２
５
～
３
０

年
前
に
山
を
造
成
し
た
新
興
住
宅
地
域
で
す
。 

 

資
源
節
約
の
取
組
み
と
し
て
、
「
も
っ
た
い
な
い
フ
ェ

ア
」
を
地
域
の
方
々
と
連
携
し
て
実
施
し
、
ま
た
、
環
境

に
対
す
る
勉
強
会
や
講
習
会
も
定
期
的
に
行
な
っ
て
い

ま
す
。 

 
 

     

周
辺
の
住
民
が
、
よ
り
多
く
の
資
源
物
（
缶
・
古
紙
・

小
物
金
属
な
ど
）
を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、

様
々
な
行
事
が
催
さ
れ
る
市
民
セ
ン
タ
ー
を
集
積
場
所

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
４
８
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
４
７
０
㎏
】 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
【
４
２
０
㎏
】 

 

空き缶回収容器 
（設置風景） 

光貞市民センター外観 

深
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
若
松
区
） 

 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
『
全
て
に
や
さ
し
さ
』
を

理
念
に
掲
げ
、
「
深
町
ま
ち
づ
く
り
憲
章
」
の
下
、
様
々

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

空
き
缶
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

を
活
か
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
集
め
て
い
ま
す
。 

      

校
区
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
若
松
区
第
１
２
区
子
ど
も
会
（
深

町
校
区
）
で
は
、
毎
年
、
若
松
み
な
と
祭
り
や
わ
っ
し
ょ

い
百
万
で
「
五
平
太
ば
や
し
」
を
披
露
。
小
学
生
以
下
の

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
功
績
を
買
わ
れ
、
今
年
の

５
月
に
北
九
州
市
観
光
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。 

空き缶回収容器 
（設置風景） 

永
犬
丸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

松
ヶ
枝
幼
稚
園
（
門
司
区
） 

も
じ
楽
の
湯
（
門
司
区
） 

 

 

２
０
０
７
年 

 

１
０
月
号 

 

以
上 

累
計 

: 

１
９
６
団
体 

深町市民センター外観 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
武
冨
で
す
。 

秋
本
番
。
ま
ち
の
至
る
所
に
コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲
い
て
い

ま
す
。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ
も
コ
ス
モ
ス
街
道
に
植
え
て
お
り
、
真
心

こ
め
て
育
て
て
い
ま
す
。 

 

最
近
で
は
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
に
目
覚
め
、
休
日
に
は

家
族
で
登
山
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

先
日
、
皿
倉
山
（
八
幡
東
区
）
に
登
り
、
山
頂
で
の
昼
食
。

食
欲
の
秋
の
せ
い
か
、
持
参
し
た
お
に
ぎ
り
を
食
べ
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
体
を
鍛
え
直
し
、
富
士
山
頂
に
て
ご
来
光
を
拝

め
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

 

 
 

 

工
場
長 

 
 

 
 

 

武
冨 

進 

 

 

 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
た
な
参
加
団
体 

    
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 

 

枝
光
一
区
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
東
区
） 

 

約
１
５
０
０
世
帯
の
方
々
が
参
加
し
て
い
る
協
議
会

で
は
、
果
樹
の
実
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
年
度
は
、「
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
」「
空
き

缶
リ
サ
イ
ク
ル
」
「
古
紙
支
援
事
業
」
を
基
軸
に
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

      

多
世
代
間
の
交
流
を
図
る
た
め
、
①
果
樹
支
え
隊
、
②

ソ
ー
ラ
ン
お
ど
り
隊
、
③
枝
光
南
歌
い
隊
を
結
成
し
活

動
。
果
樹
支
え
隊
で
は
、
全
長
７
４
０
ｍ
の
街
路
に
レ
モ

ン
の
木
を
植
え
た
り
（
通
称
レ
モ
ン
ロ
ー
ド
）
、
道
路
清

掃
や
果
樹
手
入
れ
を
定
期
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

１
３
９
３
３
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.46 

 

北
小
倉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

校
区
内
、
約
２
０
０
０
世
帯
を
数
え
、
地
域
ス
ロ
ー
ガ

ン
『
人
情
下
町 

北
小
倉
』
の
通
り
、
下
町
気
質
の
残
る

人
情
豊
か
な
町
で
す
。 

       
戦
後
、
境
川
周
辺
の
区
画
整
理
に
よ
っ
て
、
住
宅
主
体 

の
街
に
変
化
し
て
い
ま
す
が
、（
門
司
～
佐
賀
へ
の
ル
ー 

ト
で
あ
っ
た
）
唐
津
往
還

お
う
か
ん

や
（
筑
前
と
豊
前
と
を
分
け
る 

印
で
あ
る
）
境
界
石
な
ど
の
歴
史
風
情
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
俳
人
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
橋
本
多
佳
子
さ
ん
の
別

荘
（
櫓
山
荘
）
跡
地
や
貴
船
神
社
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
６
５
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
５
２
０
㎏
】 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
【
４
２
０
㎏
】 

 

大
谷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
【
４
０
０
㎏
】 

 
八
枝
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
八
幡
西
区
） 

黒
崎
播
磨
㈱
（
八
幡
西
区
） 

 

 

足
立
レ
ジ
デ
ン
ス
会
（
小
倉
北
区
）

 

 

２
０
０
７
年 

 

１
１
月
号 

 

以
上 

累
計 

: 

１
９
９
団
体 

枝光南市民センター 
外観風景 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
谷
口
で
す
。 

日
の
入
り
が
早
い
の
に
対
し
、
日
の
出
は
遅
く
な
っ
て
い

ま
す
。
朝
の
通
勤
・
通
学
途
中
、
吐
く
息
が
白
く
見
え
る
よ

う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

冬
と
言
え
ば
『
鍋
』
！ 

 

冬
に
は
ま
だ
少
し
気
が
早
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最

近
、
土
・
日
曜
日
に
鍋
物
を
食
べ
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
つ
み
れ
鍋
、
も
つ
鍋
、
寄
せ
鍋
な
ど
な
ど
・
・
・
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
寒
さ
が
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
に
か
か
り
や
す
い
時
期
で
す
。
手
洗
い
、
う

が
い
な
ど
の
風
邪
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

製
造
Ｇ
リ
ー
ダ
ー 

 
 

 
 

 
 

谷
口 

幸
雄 

次点 

櫓山荘 跡地 
（北九州を代表する 
文化サロンであった） 

櫓山荘 跡地 
（公園内石碑） 

 

  

 

レモン 
ロード 

（11 月見頃） 



     
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

新
た
な
参
加
団
体 

      
 先

月
の
空
き
缶
回
収
量 

     

先
月
の
ベ
ス
ト
３ 

 

 
 
 

     
 

 

 

 

今
町
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

次
代
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
達
を
大
切
に
す
る
た
め

に
、
今
町
校
区
で
は
、
『
今
町
で
育
て
て
よ
か
っ
た
。
今

町
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
』
の
地
域
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
若
者
か
ら
年
長
者
ま
で
幅
広
い
年

代
で
の
交
流
が
盛
ん
で
す
。 

     

紫
川
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
、
本
協
議
会
が
他
の
校
区
と
連
携
し
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｐ
〔
※
〕

を
立
ち
上
げ
、
紫
川
清
掃
（
月
１
回
）
や
、
毎
年
４
月
末
、

大
木
橋
に
て
ア
ユ
の
放
流
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

〔
※
〕
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
ム
ラ
サ
キ
ガ
ワ 

ア
ユ 

カ
ム
バ
ッ
ク 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
） 

 

１
４
２
３
７
キ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

空空
きき
缶缶
通通
信信 

発
行
所 

ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

℡ 

０
９
３
（７
５
２
）５
０
３
３ 

Vol.47 

 

霧
丘
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
倉
北
区
） 

 

小
倉
北
区
の
東
南
に
位
置
し
、
足
立
山
を
背
に
小
倉
市

街
地
を
望
む
、
緑
豊
か
な
校
区
で
す
。
昔
か
ら
文
教
校
区

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
学
識
が
高
い
こ
と
で
も
有
名
で
す
。 

     

約
３
５
０
０
世
帯
の
住
民
の
方
々
が
、
地
域
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
あ
い
モ
ー
ド
タ
ウ
ン
霧
丘
」
を
も
と
に
、
生
涯
学
習

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
高
い
の
が
特
徴
（
自
慢
）
で
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
環
境
面
【
一
斉
美
化
活
動
・

河
川
や
公
園
の
清
掃
等
】
だ
け
で
な
く
、
託
児
面
や
独
居

老
人
宅
の
庭
木
剪
定
な
ど
で
協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
。 

葛
原
第
一
長
寿
会
（
小
倉
南
区
）
【
８
１
０
㎏
】 

赤
崎
小
学
校
（
若
松
区
）
【
５
０
０
㎏
】 

筒
井
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
【
５
０
０
㎏
】 

井
樋
口
町
内
会
【
３
２
０
㎏
】 

 
小
倉
興
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
（
小
倉
北
区
） 

 

 

 

・
中
央
卸
売
市
場
Ｃ
Ｓ 

 

・
足
立
Ｃ
Ｓ 

 

・
田
町
Ｃ
Ｓ 

西
港
建
設
工
業
㈱
（
小
倉
北
区
）

 

 

日
本
通
運
㈱ 

北
九
州
支
店
（
小
倉
北
区
）

 

 

 

２
０
０
７
年 

 

１
２
月
号 

 

以
上 

累
計 

: 

２
０
２
団
体 

回収拠点 
（今町市民センター） 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｓ

カ

ー

ズ

の
富
永
で
す
。 

今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に 

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
が
多
く
な
り
、 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ツ
リ
ー
な
ど
が 

商
店
街
や
並
木
道
を
盛
り
立
て
て
い
ま
す
。 

 

個
人
的
な
近
況
と
し
て
は
、
新
し
く
買
い
替
え
た
車
で
、

家
族
と
ド
ラ
イ
ブ
す
る
の
が
楽
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

  

た
だ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
で
も
車
で
出
掛
け
て
し
ま
う

た
め
、
風
邪
を
引
か
な
い
体
作
り
の
た
め
に
も
、
遠
出
以
外
、

出
来
る
だ
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
取
り
入
れ
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。  

 
 

 

製
造
Ｇ 

 
 

 
 

 
 

富
永 

忠
義 

２位 

缶ボックス 
設置風景 

回収拠点 
（霧丘市民センター） 

大木橋 
（アユの放流場所） 
 

200 

 

  

 

 


